
第１回目の水泳記録会を行

いました。今学期頑張ってき

た成果を発揮しようと、みん

な精一杯取り組んでいるのが

とても良く伝わってきました。

できなかったことができる

ようになるというのは、とて

も大変なことですが、そうい

う経験を、水泳指導をしてい

るとたびたび味わうことがで

きます。そして、子ども達の

持つ力のすごさを感じます。

泳げなかった子が泳げるよう

になったり、ずいぶん記録が

良くなったり、目に見えて変

化するのです。上級のイルカ

コースになると、記録の伸び

も著しくというわけにはいか

なくなりますが、力強さやフォー

ムの美しさが出てきたように

感じます。

どのグループも、まだまだ

伸びていく部分をたくさん持っ

ています。一人一人にあった

指導を繰り返すことで、さら

に良い泳ぎを身につけ体力を

高められるように働きかけて

いきたいと思います。

今学期の水泳授業は来週で

終わりますが、第２学期から

も引き続き水泳指導にはしっ

かりと力を注いでいきたいと

思います。
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泳ぎを見るのはとても大切です

身についてきたストリ－ムライン



昨年の開校以来、英会話を

指導してくださった｢ネティー

先生｣が、今日でドーハ日本人

学校の講師をお辞めになりま

す。昨年学校がスタートした

ばかりの頃は、本当に少人数

でクラスにはたった一人とい

うこともありました。そんな

頃から本当に熱心に、子ども

達の英会話の力を伸ばそうと

頑張ってくださいました。

ネティー先生は研究熱心で、

どういう指導をすれば子ども

達に力をつけられるのかと、

いろいろと準備をしては授業

に臨んでおられました。特に

今年度になってからは、全部

のクラスを受け持っていただ

き、発達段階を考慮した指導

をお願いしていました。

英会話の授業では、学年が

下がるほど子ども達のにぎや

かな声が教室から聞こえてき

ました。楽しく取り組みなが

ら興味・関心を高めようと努

力されていたのだと私には感

じられました。

ネティー先生の仕事の都合

で、これからは大君とイギリ

スで生活されるそうです。先

生はもちろん大君も、元気で

ますます活躍されることをお

祈りしています。本当にあり

がとうございました。

第２学期からは新しい先生

に英会話を受け持ってもらい

ますが、ネティー先生の時と

同じように、みんな精一杯取

り組んでほしいと思います。
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二人の健康と活躍をお祈りします



昨年から毎月詩の紹介をし

ていますが、今月は｢谷川俊太

郎さん｣の詩ばかりを集めてみ

ました。谷川さんは私の大好

きな詩人の一人です。詩をつ

くられるだけでなく、絵本作

家であり脚本家としても有名

な方です。

谷川さんの詩集はたくさん

ありますが、その中に「こと

ばあそびうた」があります。

とても楽しい詩ばかりです。

昨年の今月の詩でも利用させ

てもらったものがあります。

日本語だからこそと思われる、

本当に愉快なリズムのある素

晴らしい作品ばかりです。

楽しいものばかりでなく、

とても深い内容を含んだもの

もたくさんあります。国語の

教科書にも、そうした谷川さ

んの作品はいくつも取り上げ

られています。今回の高学年・

中学部の詩はそういう詩では

ないかと思います。

今日紹介している詩からは、

発想の素晴らしさが伝わるの

ではないでしょうか。「もし

も」という題ですが、こんな

ふうに考えてみると確かにお

もしろいと思います。しかし、

そういう発想が私にはまずで

きないだろうとも思います。

そして最後の「もしもあなた

が ぼくだったなら このう

たかいたのは あなたです」

という一文が、谷川さんなら

ではという気がしています。

私は子ども達に優れた表現

や、豊かな言葉にたくさん触

れてほしいと思っています。

日本語の持つリズムを心に刻

んでほしいとも思っています。

優れた詩は、そういうものを

味わうためにはとても良いも

のだと考えます。また、自分

を見つめたり振り返ってみた

りすることにも十分役立つと

思っています。

子ども達は今月の詩を毎朝

教室で大きな声で読み、楽し

みながら味わっています。そ

うしている間に、月の終わり

までには全員が今月の詩を暗

唱できるようになっています。

今月はまだ始まったばかりで

すが、すでに十人以上が詩の

暗唱にやってきました。わず

か２～３日でスラスラと良く

覚えられるものだと、いつも

感心させられます。

子ども達の頭も心も柔軟な

うちに、優れた詩や表現・心

に響く言葉など、できるだけ

たくさんの良いものに出会わ

せたいと思います。目には見

えなくても、きっと心の中に

何か忘れられないものが残せ

るのではないかと思います。
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今週の月曜日に７月の身体

測定を行いました。身体測定

をするたびに、子ども達は自

分の身長がいくらになったの

か、体重はどれくらい増えた

のかと、とても関心を持って

いるように感じます。今学期

の始めに測定したものと今週

行った結果から、身長・体重

の変化の様子をまとめてみま

した。（下の表参照）

私がいつも気にしているこ

とは、子ども達の体重の変化

です。身長の増加に比べて、

体重はなかなか思うように増

えていかないからです。特に

学年が下がるほど、そういう

傾向にあるのではないでしょ

うか。身長・体重の変化は個

人差が大きく男女差もありま

すが、子ども達の身体の問題

を考える時、体重の増減は気

をつけなければならないもの

ではないかと思います。

今回も身長が伸びなかった

という子どもは１人もいませ

ん。しかし、体重が増えない・

減ってしまったという子ども

は何人もいます。高学年・中

学部の成長期になると、身長

の伸びに体重が追いつかない

ことは良くあります。その場

合はあまり気にする必要はな

いと思います。低・中学年の

間は、体調を崩していたり病

気になったりすると、とたん

に体重が減ってしまいます。

そして、なかなか戻らないと

いうこともあります。

食事の問題も関係します。

日本であれば毎日給食を食べ

ます。給食と弁当では、質は

ともかく量的にずいぶん差が

あります。私は、最近まで弁

当だったのが給食に代わった

学校に勤めた経験があります。

子ども達は盛りつけられた量

が食べきれずに、ずいぶん苦

労していました。牛乳も毎日

ついています。偏食の矯正に

も時間がかかりました。学年

相応に盛りつけられた給食が

食べきれるようになるのに、

２年近くかかったことを記憶

しています。

バランスのとれた食事と適

度な運動は、子ども達の健や

かな成長にとって欠かせませ

ん。質・量ともに子どもの身

体をよく考えたものを、好き

嫌いせずにしっかりと食べら

れるように気をつけることが

大切だと思います。
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身長(ｃｍ) 体重(ｋｇ)

低学年

(１) ＋０．８ －０．３

(２) ＋０．３ ＋０，２

(３) ＋１．６ ＋０．９

(４) ＋１．９ －０．３

(５) ＋２．１ ＋０．９

(６) ＋０．８ ＋０．１

(７) ＋１．２ ＋０．１

(８) ＋２．４ ＋－ ０

中学年

(９) ＋１．２ ＋０．６

(10) ＋１．１ ＋０．８

(11) ＋２．１ ＋１．５

(12) ＋１．４ －０．２

(13) ＋０．６ ＋１．５

どれだけ伸びたかな？

高学年

(14) ＋１．３ ＋２．０

(15) ＋０．４ ＋１．５

(16) ＋２．２ ＋２．３

(17) ＋２．３ ＋１．３

(18) ＋２．９ ＋１．５

中学部

(19) ＋２．７ －０．２

(20) ＋３．０ ＋０．５

(21) ＋０．９ ＋１．３

(22) ＋０．３ －１．５

※身長の伸びに比べ、やはり

体重増加の割合が少ないよう

に感じます。

今学期の「身長・体重」変化の様子

人数が増え身体測定もホールです

ワクワクしながら測ってもらいます


